かさじぞう       

むかし、むかし。
あるむらに、やさしい　おじいさんと　おばあさんが　すんでいました。

ふたりは　とても　びんぼうでした。
もうすぐ　おしょうがつだというのに、おもちを　かう　おかねも　ありません。

「せめて、かさを　つくって　まちで　うろう。」
おじいさんは　こころを　こめて　かさを　いつつ　つくり、まちへ　でかけました。

けれども、そのひは　ゆきが　しんしんと　ふりつづき、
かさは　ひとつも　うれませんでした。

がっかりしながら　かえる　とちゅう、
むらの　はずれで　むっつの　おじぞうさまが、
ゆきに　うもれて　たっているのを　みつけました。

「これは　さぞ　つめたいでしょう。」

おじいさんは、うれのこった　いつつの　かさを、
ひとつずつ　おじぞうさまに　かぶせて　あげました。

けれども、かさは　ひとつ　たりません。

おじいさんは　すこし　かんがえて、
じぶんの　ふるい　かさを　ぬぎ、
さいごの　おじぞうさまに　そっと　かぶせました。

いえへ　かえると、おばあさんが　まっていました。
はなしを　きいた　おばあさんは、にっこり　わらって　いいました。

「それは　よいことを　しましたね。
おもちが　なくても、こころは　あたたかいですよ。」

その　よるの　ことです。

「よいしょ、よいしょ。
かさの　おれいに　まいりました。」

そとから　ふしぎな　こえが　きこえました。

どさっ、と　おおきな　おと。

とを　あけてみると、
そこには　やまのような　おもちと、
おしょうがつの　ごちそうが　おいてありました。

とおくには、むっつの　かさを　かぶった　おじぞうさまが、
ゆきの　なかを　しずかに　かえっていく　すがたが　みえました。

おじいさんと　おばあさんは、
てを　あわせて　ふかく　おれいを　いいました。

やさしい　こころは、
めぐりめぐって　しあわせを　はこんでくるのです。
おしまい
